
令和５年10月

能勢町教育委員会

１．調査の目的

○学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てる。

○さらに、そのような取組を通じて、教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。

２．調査実施日　令和５年４月18日（火）

３．調査対象　　能勢町立能勢ささゆり学園　第６学年及び第９学年

４．調査事項及び内容

　(1)　教科に関する調査　  

　 第６学年：「国語」「算数」

第９学年：「国語」「数学」「英語」

　(2)　生活習慣や学習環境に関する質問紙調査

５．能勢町の参加状況

第６学年実施児童数　41人

          ※集計対象児童数　全国；977,345人　大阪；70,277人

第９学年実施生徒数　51人

          ※集計対象生徒数　全国；923,981人　大阪；66,746人

６．公表に当たって

○本調査により測定できるのは、学力や学習状況、生活状況の特定の一部であることに留意する必
　要がある。

令和５年度　全国学力・学習状況調査

能勢町の結果概要について

○義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒の学力や学習状況を把
　握・分析し、教育施策の成果と課題を検証し、その改善を図る。

○本町は義務教育学校１校であるため、学力における調査結果の明確な数値による公表は行わない。

※第9学年の英語「話すこと」に関する調査は、ICT端末を活用し、文部科学省
　CBTシステム（MEXCBT）を用いたオンラインの音声録音方式で実施された。
　当日実施校と期間内実施校（4月19日（水）～5月26日（金））があり、本町
　の生徒は5月12日（金）に実施した。
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７．調査結果概要

①平均正答率の府・国との比較  

※大阪府比・全国比は、±５ポイント未満は「同等」、５ポイント以上上回る場合は「上回る」、

５ポイント以上下回る場合は「課題がある」と表記

区　分

教　科 国　語 算　数

大阪府比 課題がある 課題がある

全 国 比 課題がある 課題がある

区　分

教　科 国　語 数　学 英　語

大阪府比 同等 同等 同等

全 国 比 同等 同等 同等

②平均正答率の国との比較

※全国の平均正答率を１としたときの本町各教科平均正答率の推移

・第６学年　算数　経年変化

　令和元年度より、国語、算数、数学においてA・Bの区分がなくなったため、A・Bそれぞれからの推
移を標記した。

・第６学年　国語　経年変化

第９学年
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全国平均に達していな
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・第９学年　英語　経年変化（R元・R5に実施）

※「話すこと」調査の結果は含んでいない。

・第９学年　国語　経年変化

・第９学年　数学　経年変化

第９学年

○国語・数学・英語に

おいて全国平均に達し

ていない。

○数学において、昨年

度より全国平均に近い

値であった。

0.40

0.50

0.60

0.70

0.80

0.90

1.00

1.10

1.20

H30 R1 R3 R4 R5

国A中学校 国B中学校

0.40

0.50

0.60

0.70

0.80

0.90

1.00

1.10

1.20

H30 R1 R3 R4 R5

数A中学校 数B中学校

0.40

0.50

0.60

0.70

0.80

0.90

1.00

1.10

1.20

R1 R5

1

0.5

1

0.5

1

0.5

3



③国語における学習指導要領の内容の平均正答率の状況（％）

【　　　；能勢町第６学年、　　　；能勢町第９学年、　　　；全国】

・第６学年　国語

・第９学年　国語

○全ての領域において全国平均を下回った。

〇「書くこと」において、12.1ポイント全国平均を下回った。この領域での出題は1題のみであ

り、図表やグラフなどを用いて、自分の考えが伝わるように書き表し方を工夫しながら、60～

100文字以内で書く問題であった。

○「話すこと・聞くこと」について、17.3ポイント全国平均を下回った。出題は３題あり、イ

ンタビューの様子を読み、適切な内容を選択したり、自分の考えをまとめて書く問題であっ

た。

〇「言葉の特徴や使い方に関する事項」では、全国平均を5ポイント上回った。2問の出題があ

り、「落胆する」の意味を選択する問題と、ひらがなで書かれた「おし量って考える」の下線

部を漢字に直し、楷書で正しく書く問題であった。

○「我が国の言語文化に関する事項」、「書くこと」の領域では、自分の知識や経験に触れな

がら書く問題や根拠を明確にして書く問題において、正答率が全国平均を下回った。

○「話すこと・聞くこと」においては、2問の出題のうち、自分の考えを書く問題においての

正答率が70.6％（全国82.5％）であった。
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④算数・数学における学習指導要領の領域の平均正答率の状況（％）

【　　　；能勢町第６学年、　　　；能勢町第９学年、　　　；全国】

・第６学年　算数

・第９学年　数学

○全ての領域において全国平均をやや下回った。

○その中で、全国平均との差が大きかったのは「数と式」の領域であった。問題別に見る

と、その差は「12(x/4+y/6)」を計算する問題で7.5ポイント、目的に応じて式を変形した

り、その意味を読み取ったりして、事柄が成り立つ理由を説明する問題で11.7ポイントで

あった。

○全ての内容において全国平均を下回った。

〇「図形」の領域において全国平均を12.8ポイント下回った。台形・正方形・正三角形の意

味や性質に関する問題や底辺と面積の関係を基に面積の大小を問う出題であった。

数と計算

図形

変化と関係

データの活用

数と式

図形

関数

データの
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⑤英語における学習指導要領の領域の平均正答率の状況（％）

【　　　；能勢町第９学年、　　　；全国】

・第９学年　英語

〇「聞くこと」の領域では、全国平均を5ポイント上回った。「読むこと」「書くこと」

に関しては、全国平均を下回った。

○「書くこと」の領域の出題において、自分の考えや学校生活の中から紹介したいものを

まとめて英語で書くという問題において、全国平均を大きく下回った。

○「話すこと〔やり取り〕」では、全国平均（参考値）を5.7ポイント下回った。「カン

ガルーが食べるものについて留学生に質問する」、「留学生の質問を受け、ゾウの誕生日

を伝える」等の出題であった。

聞くこと

読むこと

話すこと［やり取り］話すこと［発表］

書くこと

※「話すこと」調査の全国の値は、

当日実施・期間内実施の合算をした

値であり、参考値として公表されて

いる。
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⑥通過率（％）の状況

　通過率とは、「全国学力・学習状況調査において全国平均正答率70％以上の問題について当該

問題における自校の平均正答率が70％以上を通過とし、当該問題のうち、何問通過しているかを

割合で表したもの」である。              

教科 Ｒ３ R４ R５

国　語 43 75 43

算　数 88 66 71

国　語 62 88 63

数　学 83 25 100

英　語 実施なし 実施なし 100 （％）

【参考】

ア．第6学年　国語で通過することができなかった問題（4問／7問）

下線部ウを漢字を使って書き直す問題

〔正　答〕期間

傍線部ア、イのように質問した理由として適切なものを選択する問題

第6学年

第9学年

○第6学年及び第9学年の国語において、全国平均正答率の高い問題に対する平均正答率

が低い。
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〔正　答〕（１）３

　　　　　（２）２

ボランティアの二人の思いをまとめて書く問題

〔正答例〕
お二人ともわたしたちの安全を守ることにやりがいを感じな
がら、ボランティアを続けてくださっているということが分
かりました。（60字）

8



イ．第6学年　算数で通過することができなかった問題（２問／7問）

２つの式について、それぞれがどのようなことを表しているのかを選ぶ問題

〔正　答〕「5×28」ア、「5＋４」 ウ

計算したり、分配法則を用いたりして答えを求める問題

〔正　答〕①600　②600

ウ．第9学年　国語で通過することができなかった問題（３問／８問）

述べ方の工夫とその意図を説明したものとして適切なものを選択する問題
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〔正　答〕２

「判じ絵」を選択し、その解読の仕方を書く問題。

〔正答例〕

【図3】真ん中が消えている桜が描かれている。「さくら」という言葉の真ん中の

　　　「く」を消して解読すると、食事で使う「皿」という意味になる。
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原文の中から語句に対応する言葉を現代語で書かれた文章から抜き出す問題

〔正　答〕

〈現代語訳〉とても

【学校図書館で見つけた「竹取物語」の一部】まことに
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⑦児童・生徒質問紙における平均回答率の国との比較（経年）

※全国を１としたときの平均回答率を算出して比較

【　　　；能勢町第６学年、　　　；能勢町第９学年】

（１） 朝食を毎日食べる

（３）家で自分で計画を立てて勉強をしていますか。

（２）学校の授業時間以外に、普段（月曜日から金曜日）、1日当たり３０分未満の勉強時間の割合

○令和４年度と比較して、第６学年において増加している。

○第6学年・第9学年ともに、全国平均よりも高い。

○第6学年においては、全国平均を大きく下回った。第9学年においては、全国平均並み

に増加している。
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（４）今住んでいる地域の行事に参加していますか。

（５）いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思いますか。

（６）「学校の授業時間以外に、普段（月曜日から金曜日）、1日当たりどれくらいの時間、読書を

　しますか。（教科書や参考書、漫画や雑誌は除く）」の質問に対し、「まったく読まない」

　と答えた割合

○第6学年・第9学年ともに、全国平均回答率より高い状態が続いている。

○第6学年・9学年ともに全国平均回答率を下回った。

○第6学年・第9学年ともに、昨年度と比較して、「まったく読まない」児童生徒は減少

した。
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８．まとめ 

【教科に関する調査について】 

今年度の本町の結果から見える課題と今後の指導の重点として２つのことを示す。 

課題① 基礎的な知識・技能の定着

◎日常生活に関連付けて考えさせる場面を計画的に設定し、児童生徒が自分ごととして捉えられるよう

な単元デザインを行う。

◎授業時間内に継続的に基礎的・基本的な言葉等の基本問題の練習を組み込み、繰り返し復習を行う。 

課題①に対する今後の指導の重点 

昨年度から引き続きの課題である。特に、前期課程における基礎・基本の定着及び、教科別で見る

と前期課程・後期課程ともに国語において基礎的な知識・技能の定着に課題が見られる。ただし、

７⑥で記載した通過率を見ると、後期課程において数学及び英語で100％となり、昨年度の取組の

成果が見られる。後期課程において、生活に関連付けて考えさせる場面を各教科及び各単元で計画

的に設定したこと等の工夫により、『数学の勉強は好きですか』、『英語の勉強は好きですか』の

質問において『よくあてはまる』と答えた生徒の割合が全国平均を上回っていることから、学習意

欲の向上につながっており、そのことが基礎・基本の定着の伸びにつながったと考えられる。 

一方、課題が見られる前期課程の国語・算数、後期課程の国語においては、それぞれの教科の好き

かどうかを問われた質問項目で、いずれも全国平均を下回っている。上記の結果より、今年度も引

き続き日常生活に関連付けて考えさせる場面を計画的に設定していき、さらに児童生徒が自分ごと

として捉えられるような単元デザインを行い、基礎的な知識・技能の定着を目指していく必要があ

る。 

このことに加え、『９．学校による分析結果』にもあるように、生徒質問紙の結果から、全国と比

較し、部活入部率、図書館の使用率は高く、学校以外（塾など含む）での学習時間で3時間以上は

「0ポイント」であった。基礎・基本の定着を行うために、授業時間内で継続的に基本問題の練習

を行い、その時間を捻出していくための授業改善が必要である。特に、基礎的・基本的な言葉等

（漢字、特に同音異義語、主語と述語の関係等、基本的な文の構成）の習得及び定着に力を入れて

いく必要がある。

子どもたちの学習意欲の向上に重点を置き、下記の取組を推進していく。 
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課題② 複数の情報を整理して自分の考えをまとめたり書き表し方を工夫したりすること

◎複数の情報を比較・関連付けたりして検討する学習活動の充実 

 ◎書き表し方を工夫したり、自分の考えをまとめたりする学習課題や学習活動の設定 

『７．調査結果概要』より、国語・算数（数学）・英語ともに『書くこと』の領域において課題

が見られる。図表やグラフを用いて自分の考えを書き表したり、理由を説明したりする問題への課

題が特に大きかった。話や文章の中心となる語や文を捉えることは比較的できているが、複数の情

報を整理して自分の考えをまとめたり書き表し方を工夫したりすることに課題が見える。 

学習指導の改善・充実のポイントとしては、単一の情報のみに基づくのではなく、複数の情報を

比較したり、関連付けたりして検討する活動を充実していく必要がある。また、書くことにおい

て、書き表し方を工夫したり、読むことにおいて自分の考えをまとめたりする学習課題や学習活動

の設定が大切であると考える。 

例えば、立場や考えの違いを意識して話し合い、自分とは違う意見を生かして自分の考えをまと

めるなどの学習活動の充実が重要であると考える。また、話し手の考えと自分の考えの共通点や相

違点を整理したり、共感した内容や納得した事例を取り上げたりして、自分の考えをまとめるよう

な活動も大切であると考える。 

図表やグラフを読み取る際には、①グラフの種類と特徴を確認、②何について表したグラフなの

か、表題を確認、③縦軸や横軸は何を表しているのかの確認、④グラフから見える特徴の確認、と

いうように、各教科の授業において、上記①～⑤のポイントを具体的に意識させていく。 

上記の取組を充実させていくことで、課題となっている『書くこと』の向上を図っていく。 

課題②に対する今後の指導の重点 
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【生活習慣や学習環境に関する質問紙調査】 

 昨年度に伸びが見られた家庭学習の時間において、前期課程及び後期課程で減少が見られた。『２時間

以上家庭学習をしている』の項目では、前期課程・後期課程において全国平均より約10ポイント以上下

回っており、『30分より少ない』と回答した児童・生徒は、前期課程・後期課程において約10ポイン

ト上回っている。家庭学習の時間が、全体的に全国平均より前期課程及び後期課程で少なくなっているこ

とを示している。また、『家で自分で計画を立てて勉強している』の項目の肯定的回答においては、後期

課程では全国平均を上回っているが、前期課程では約20ポイント下回っている。 

上記の結果より、前期課程及び後期課程において、家庭学習に課題があり、特に前期課程での課題が大

きくなっている。【教科に関する調査について】でも述べたように、学校での基礎・基本の定着に向けた

授業改善の推進はもちろんのことであるが、家庭学習においても手立てが必要である。児童生徒が興味を

持って学習に取り組めるように、ICTでの基礎・基本の学習を積極的に取り入れ、家庭での学習時間の確

保に取り組んでいきたい。 

後期課程において『困りごとや不安がある時に先生や学校にいる大人にいつでも相談できますか』の項

目の強肯定が、全国平均を10ポイントほど上回っている。前期課程では、『学校に行くのは楽しいと思

いますか』の項目の肯定的回答が、全国平均を 5 ポイントほど上回っており、集団づくりの観点で考え

ると成果が見られる。また、『将来の夢や目標を持っていますか』の項目の肯定的回答が、前期課程及び

後期課程で全国平均を上回っている。前期課程・後期課程ともに、グローバル能勢の取組で地域の方から

学んだり、豊中高校能勢分校との交流を積極的に行ったりしている活動が成果として表れていると考え

る。さらに後期課程では、昨年度より防災教育の取組を通して、地域の方と関わり、地域の方の思いを知

ることで、将来の自分のことを考えていくきっかけとしている。今後もキャリア教育について取組を継続

し、将来の夢や希望を持った児童生徒を育んでいく。 

一方で、『いじめはどんな理由があってもいけないことだと思いますか』という項目において、前期課

程及び後期課程において、肯定的な回答が全国平均を下回り、昨年度よりも低くなっている。いじめはい

けないものであるということについての認識を能勢ささゆり学園全体で高めるとともに、人権教育・キャ

リア教育を基盤とした活動に引き続き、注力していく必要がある。 

◎学校と家庭の連携の強化（ICTの積極的な活用） 

◎人権教育・キャリア教育の充実

今後の指導の重点 
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９．学校による分析結果 

≪６年生・国 語≫ 

① 最も課題のある問題 

〔正答例〕健康に過ごすためには、自分に合った運動をしたり、バランスのよい食事をとったりす

ることが大切だと分かりました。わたしは、これから、縄とびを続けて持久力を高めた

り、苦手な野菜も食べたりしようと思います。（99字） 
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●平均正答率と無解答率の状況（％） 

 平均正答率 無解答率 

能勢町 41.5 12.2 

大阪府 53.1 8.9 

全 国 56.2 8.5 

課題解決に向けて（具体的な指導方法） 

〇資料を読んで、自分自身の考えをまとめる機会をつくる。 

〇考えをまとめるときに文字数やキーワードを入れ込むなど、条件を加えて、書く機会をつくる。 

② 学年の傾向 

〇選択問題は無回答率が低いが、記述問題になると無回答率が国・府より高くなる傾向がある。 

〇特に漢字を書く問題や自分自身の考えを書く問題は無回答が多く、正答率も低い。 

③ 課題・傾向を受けての改善策 

〇漢字については、くりかえし学習し、授業でも積極的に漢字を使っていく。 

〇資料を読んで、自分自身の考えをまとめる機会をこれまでより多くつくる。 

〇考えをまとめるときに文字数やキーワードを入れ込むなど、条件を加えて、書く機会をつくる。
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≪６年生・算  数≫ 

① 最も課題のある問題

●平均正答率と無解答率の状況（％）

 平均正答率 無解答率 

能勢町 2.4 0.0 

大阪府 20.5 3.6 

全 国 20.8 4.0 

〔正 答〕３

課題解決に向けて（具体的な指導方法） 

〇三角形の性質が理解できていない。図形での学習の際、前年度まで既習した学習内容をふり返

りながら、理解の定着を促す。 

〇多くの情報に惑わされ、間違った記入をしている。単元終わりなどに思考問題に取り組む機会

を設け、正しく読み取れる力を養う。 

② 学年の傾向 

〇正答率が高い問題と低い問題の差が激しい。 

〇比例等、ともなって変わる問題の正答率は高い。 

〇図形の問題に苦手意識がある。

③ 課題・傾向を受けての改善策 

〇習熟度別にクラスを二つに分けたり、学年を三つに分けたりし、子どもの実態に合わせて学習

を進め、基礎基本を大切にしていく。 

〇学習の折に触れ単元に関する復習の時間を設ける。 

〇朝学習や単元の終盤に学習の定着を図るために、Eライブラリやプリントなどに取り組む。
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≪９年生・国 語≫ 

① 課題のある問題 

四 二 ※原文の中から語句に対応する言葉を現代語で書かれた文章から抜き出す問題 

（7.調査結果概要、⑥通過率（％）の状況に記載） 

●平均正答率と無解答率の状況（％） 

 平均正答率 無解答率 

能勢町 66.7 8.8 

大阪府 71.4 5.8 

全 国 74.1 4.8 

上記の問題からどのような課題が見られたか 

「いと」の現代語訳を、適切に資料から抜き出す手順を踏むことに課題が見られる。また、問

題の全体像を踏まえての解答時間の配分に課題がある。 

② 学年の傾向・課題 

問題文を読み切らず、途中で読み飛ばし、自身の都合よく解釈し解答してしまう傾向がある。

定期テスト等でも、筆者の主張として正しく「ない」ものを選びなさい、などの問題も読み違え

て解答することがある。今回の調査問題でも、「いと」だから、「とても」と訳す等、直感的に解

釈してしまった生徒やそこまで読み込む時間がなかった生徒がいたと想定される。 

③ 課題・傾向を受けての改善策 

本文の要旨をまとめたり、筆者の主張にあたる部分に書きこみを入れたりする活動を進める際

に、制限時間で仕上げることを意識させる。その際、この時間でここまではできるようになって

ほしいというラインを複数設定し、全てクリアまではいかずとも、一人ひとりの生徒が主体的に

課題に向かっていく姿勢を高める。時間内に仕上げる意識を基として、問題文を読み込み、適切

に解答に向かうことの素地を作る。
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≪９年生・数 学≫

① 最も課題のある問題 

  〔正 答〕10 

●平均正答率と無解答率の状況（％） 

 平均正答率 無解答率 

能勢町 56.9 13.7 

大阪府 63.0 6.8 

全 国 65.7 5.6 

上記の問題からどのような課題が見られたか 

国・府と比較して差の最も大きかった問題である。内容的には『知識・技能』の問題であり、

単純にひき算をするのみの問いである。ポイントに差がでた原因として考えられるのは、3年間

を通して、その範囲以外では使われない内容であり、短期的な定着はしていても、長期的な定着

になっていないことが考えられる。 
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② 学年の傾向・課題 

国・府のポイントを見て、低い項目（説明関係）に関しては本校の生徒のポイントの差が小さ

く（上回っているものもある）、逆に、国・府で高い項目（知識・技能）については、本校の生徒

のポイントは下回っているものが多い。このことから傾向としては、説明関係が解けている３

０％ぐらいの生徒の理解度は高く、その生徒は知識・技能の問いも解けていて、国・府と差がつ

いている要因は、中間層の知識・技能の定着不足と考えられる。 

③ 課題・傾向を受けての改善策 

①にも記述したように、『長期的な定着』が大きな課題であり、生徒質問紙の結果から、全国と

比較し、部活入部率、図書館の使用率は高く、学校以外（塾など含む）での学習時間で3時間以

上は「0ポイント」と、学校での活動のウエイトが全国・府と比較して大きい。本校の取り組み

として、『思考』系にウエイトを置いてきた結果として、『説明関係』のポイントは上回っている

ので、授業の進め方で大きなシフトチェンジは不要と考えられる。課題の『家庭学習』への取り

組みは長年行っているものの、大きく数値が変わることはない。学校での学習のウエイトが大き

く、家庭学習の時間は短いとなると、いかに限られた時間の中での基本の定着を行うかがポイン

トである。教科として『長期的な定着』、『基本の定着』をクリアするには、授業時間内で毎日継

続的に基本問題の練習を行う必要があると考えられる。そのためには、授業時間の捻出が必要で

あり、より授業をスマートにする必要がある。 
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≪９年生・英語≫ 

① 課題のある問題（２問） 

      〔正 答〕３ 

 〔正答例〕Our school has a school festival in October. In the festival、 we have a chorus contest and we 
practice hard to win the gold prize. Many people come to listen to our songs.

●平均正答率と無解答率の状況（％） 

６ 平均正答率 無解答率  10 平均正答率 無解答率 

能勢町 25.5 0.0  能勢町 7.8 23.5 

大阪府 35.5 0.3  大阪府 8.3 24.3 

全 国 35.9 0.3  全 国 7.4 21.4 

上記の問題からどのような課題が見られたか 

６については、語句、表現共に、教科書と同程度の難易度で、英語を苦手とする生徒も比較的

読みやすい本文で、英文を上から順に読んでいけば、その条件にあてはまる選択肢を順に絞るこ

とができる解きやすい問題であるが、正答率が国・府よりも約 10％下回っており、他の問題よ

りも差が大きい。10 については、学校生活など身近なテーマで、授業でも取り組んだことがあ

る題材であるが、無解答率が高い。 
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② 学年の傾向・課題 

ほぼ国・府と同じ傾向のグラフであるが、書く問題での無解答率が高くなっている。問い６で

は、解答類型から、英文を最後まで確認せず、「４p.m」という語句だけで安易に『４』を選んだ

と考えられる。正確に情報を得るための読解練習が必要である。問い 10 では、学校行事など学

校生活をテーマにした表現活動には、授業でとりくんでいるので、使える表現は知っていたと思

われるが、「他者に紹介する文」と条件がつくだけで、既習の表現を適切に使えない。正しいスペ

ルで書けないなど、授業でみられる傾向と同じである。 

③ 課題・傾向を受けての改善策 

基本語句、基本表現が定着できるように毎時間、反復練習を継続的におこなう。３年間継続で

きる定着方法を考案していきたい。また、即興での表現活動については継続していく。複数の情

報を整理して自分の考えをまとめたりする問題に対応できず、知っている表現でも応用して使え

なかったり、問題の解き方がわかっていなかったりする場合があるので、プリントや定期テスト

で慣れさせていく。
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１０．学校による児童生徒質問紙分析 

【児童生徒質問紙】・・・今年度の能勢ささゆり学園における重点的な取組に係る質問事項 

○質問１ 

○割合（あてはまると答えた割合） 

前期課程 【 21.4 】％           後期課程 【 43.1 】％ 

大阪府   【 36.9  】％           大阪府   【 32.3 】％ 

全国   【 38.6 】％           全国   【 34.3 】％ 

○分析・今後の方向性 

○質問２ 

○割合（あてはまると答えた割合）                 

前期課程 【 16.7 】％         後期課程 【 33.3 】％ 

大阪府   【 29.8 】％         大阪府   【 30.6 】％ 

全国   【 30.5 】％         全国   【 30.4 】％ 

○分析・今後の方向性 

学級の友だちとの間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、広げたりすることができ

ていますか。 

9 年生の数値が国・府よりも上回っており、授業の中で学習の主体を子どもに移し、表現する

場面を多く設けている成果ではないかと捉えている。また、「自分と違う意見について考えるのは

楽しいですか」という項目も強肯定の値が上回っていることを踏まえると、集団の中で他者とや

り取りする中で気づいたり、学んだりしている状況が見て取れる。その成果が数学の成績の向上

にもつながっていると考える。一方で6年生では、国・府より下回っており、「どちらかといえば

あてはまる」の数値を合わせても下回っている。目的を明確にした話し合い活動の充実が必要で

ある。 

これまでに受けた授業では、課題の解決に向けて自分で考え、自分から取り組んでいましたか。 

前期課程で国・府を下回っているが、後期課程では国・府を上回った。一つの要因としては、

昨年度、国語科を中心に探究活動を取り入れていることをはじめ、様々な教科で子ども主体の活

動を行っている。前期課程でもそういった場面を設けているが、後期課程では、そういった活動

を「探究」や「課題解決」と銘打ち、生徒にも意識させたことが高い数値につながったと考える。

前期課程では「課題の解決」という活動そのもののイメージが、該当する活動と結びついていな

いのではないかと考える。 
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○質問３ 

○割合（あてはまると答えた割合）                     

前期課程 【 23.8 】％           後期課程 【 33.3 】％ 

大阪府   【 43.8 】％           大阪府    【 36.1 】％ 

全国     【 42.6 】％           全国    【 37.2 】％ 

○分析・今後の方向性 

自分にはよいところがあると思いますか。 

本校の研究としては、知的な側面と人間関係的な側面とで自尊感情のあり方を分けて考えている

ところから、学力調査に紐づいた質問紙での回答は、知的な側面での判断に多少偏るのではない

かと考えている。本校の研究内容が集団づくりを基盤としていることから、知的な自尊感情の高

まりに影響が出始めるのはもう少し先なのかもしれないとも感じている。そのため、今、意欲的

にとりくんでいることや、自分の考えをまとめて発表している姿などに対して、しっかりと見取

り、評価していくことで、子どもたちの自信につなげたい。 
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